




























































































mnemonica）」、「 創 作 す る 能 力 」 で は「 神 話 の 美 学（aesthetica 















































に再生されたものどもは、§. 537, 538, 549, 568 に則って、個々の知覚
内容がもつ同一性と差異性に注意することによって（§. 580）、深く記
憶に委ねられる（§. 527）。













a etwas noch im Gedächtnis. b vergessen haben. c Vergessenheit. d das 
Andencken von etwas erneuern. e ich entsinne mich, das Vermögen sich 

































a ein gutes und glückliches. b weitläuftiges. c vestes und zuverlässiges.










































































（§. 91 を参照せよ）7）である。これは、真の夢であるか（§. 571）、欺





















































































区別されうる（§. 67）。というのも、私が §. 567 に則って、何が感覚
でないかを状況から認識するとき、それが先行および後続する連合した
想像内容あるいは感覚内容とさえ連結されていないものとして気づかれ














































a Vorherempfindungen .  b das vorherbemerckte tr i f f t ein ,  die 










Friedrich Meier. Metaphysik. 3. Teil, 2. Aufl., Halle: Gebauer, 1765, §. 582）。
3）　誤った虚構の名称として用いられている「キマイラ（chimaera）」は、『美
学』および『省察』では「ユートピア（utopia）」ないし「ユートピア的創







う る 事 柄 を 描 く 虚 構 は「 異 世 界 的 虚 構〔 異 世 界 的 創 作 物 〕（fictio 
heterocosmica; figmenta heterocosmica）」と呼ばれ、現実的世界で起こり
うる事柄ないし実際に起こった事柄を描く「最狭義の真なる虚構」（AE §. 
506; cf. MP §. 51）とともに、それらを詩的に創作することが勧められる




















































Romanensis）、叙事詩が挙げられる（PE §. 147, S. 52f.; SE §§. 27–30）。
本項で提示される「神話の美学」も、神話に限らず様々な物語の創作に関
わる部門だと理解できる。












（Gottfried Wilhelm Leibniz, Nouveaux Essais sur l’entendement humain. 1765, 
pr.; 谷川多佳子・福島清紀・岡部英男訳『ライプニッツ著作集』第 4 巻、
工作舎、1993 年、23 頁）あるいは「単純実体においては、現在の状態は
いずれもそれに先立つ状態から自然的に出てきた結果であり、したがって
ここでは現在は未来をはらんでいることになる」（La Monadologie. 1714, 
§. 22; 西谷裕作・米山優・佐々木能章訳『ライプニッツ著作集』第 9 巻、
工作舎、1989 年、212 頁）という文言との親近性が看取される。関連する
概念である「含蓄のある知覚」およびその土台となる「魂の根底」につい
て、「訳注―その 1―」の §. 511 と §. 517 を参照。
10）　本項の内容をマイアーの記述に依拠して補足すれば、次のようになる











11）　 Gawlick と Kreimendahl による独訳は、バウムガルテンの原典にはない
non を挿入し、「弱い知覚内容によって第一の予見内容が中断されていな


















想像について同様の記述がある §. 569 の（3）も参照。
12）　§. 221 への参照指示は、認識諸能力の働きが妨げられる場合を主題とす





















が §. 349 に修正されている。§. 350 では、語や普遍言語といった言語に
関する術語が定義づけられるのに対して、§. 349 では、末尾で占術が「予
兆についての記号術（characteristica prognosticorum）」と定義される。
よって本項の参照指示としては、占術への言及がある §. 349 の方が §. 
350 よりも相応しいだろう。なお「予兆についての記号術」という占術の
定義は、『素描』§. 32 にも見うけられる。美学の部門に占術が組み込ま
（90）
れている点は、遺稿の『素描』および『一般哲学』に記される美学体系に
占めるその割合の大きさからみても、検討が必要な問題であろう。
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